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 ●人事制度 にっいて考 える際 に
いっ も思 い出す エ ピソー ドが あ

る。数年前 ある団体 で人事担 当者

の勉強会 のコーデ ィネー ターを し

ていた時 のこと， さる大手企業 の

人事担 当者氏 が自社 の人事制度 に

ついて委曲 を尽 くした説明 を行 っ

た。報 告 が 終 わ り， 型通 り私 が

「何 か質問 は あ ります か」 と促 し

たところ， 出席者 の一人が さっと

手 を挙 げて あ らま し次 の様 な発言

を した。「あなたに質問 したい。こ

の制度 は従業員 のモチベー ション

が 目的なのか? それ とも人事屋

の 自己満足が 目的 なのか!」

 一瞬，私 は 「何 と非常識 な発言」
と絶句 した。他の参加者 も同 じ思

いだ ったと見えて，会場 には気 ま

ず い雰囲気が漂 った。 しか し，冷

静 にな って考えてみ ると，氏の言

うことは誠 に人事制度 というもの

の本質を突 いて いる。企業の人事

担当者 は，有能且っ ま じめ な人が

多 いか ら，寸分の隙 もな い精緻な

人事制度を構築す る。評価制度一

っを とって も，能力評価，業績評

価，昇格考課な どいくっに も分か

れてい る所 もあ る。 しか し，精緻

であ るの も度を越え ると 「自己満

足」と変わ らな くな り，「従業員の

モチベー ションの向上」 とい う制

度本 来の趣旨は失 われてい く。 さ

らに問題 なのは， こうした制度 が

その 「ユーザー」 であ る職場 の管

理職 に とっては殆 ど理解不能 であ

り， 「人事 にや らされている意 識」

だ けが蓄積 されて い くことで あ

る。 よ く，人事制度 の永遠 の課題

として 「制度」 と 「運 用」 の乖離

とい う点 が指摘 されるが， それは

恐 らくこうした ところか ら発生 す

るのだろ う。

 先 日さる研究会 の司会 を してい

た時に， ある人事担 当者 が 「評価

制度 なんて，結局 『良い」，『悪 い』
の2段 階 で充 分 なの で は ない で

しょうか」 と言 っていたのが非常

に印象的 だ った。 どんなことで も

同 じだが，制度 とい うのは， ある

目的 を達成す るための手段 に過 ぎ

ないのであ り，決 して制度が 「自『

己目的的 」にな ってはな らない，

それ は人 事制 度 を研 究 す る者 に

と って も実務家 にとって も，忘れ

てはいけない点で あると思 う。

 ●我 々大学教員 は，人事考課 と

い うもの には縁が ない。

 もちろん，研究者 の世 界に 「評

価が ない」 と言 って いる訳で はな

い。誰が どの程度実力が あり，誰

が よい仕事を して いるか， また誰

が最近枯れて きたか など，同業者

間の評価 というの は，それ は恐 ろ

しい もので あ る。20年 もこの世

界 にいると本当 にその ことが身 に

しみ ることが ある。私が言 って い

るの は，上司が いて部下が いて，

定期的に考課表に記入 して，それ

に基づいて昇給や賞与が決め られ

るといった意味の人事考課 は行わ

れていない とい うことであ る。 大

学 教員が唯一行 うの は，学生の評

価であ った。っい最近までは。

 しか し，最近 教員に対す る評価

制 度 を 導入 す る大学 が 増 えて い

る。授 業で学生 に聞いてみ ると，

大学 だけではな く，彼等の出身高

校 で もこうした制度 が存在 した と
い うことであ る。制度 の導 入目的

は，教 員のテ ィーチ ング能 力の向

上 にあ り，処遇 には差 をっけない

とい うものか ら，評価結果 が昇給

に反 映 され る もの まで 様 々で あ

る。企業 では，部下 が上 司を評価

する ことを 「多面評価」 や 「360

度評価」 と呼 んでいる。学生 は授

業(=教 員)を ある程度 は選択 で

きるが， サ ラリーマ ンはボスを選

択 で きない，従 って こうした制度

は，企業 においてよ り必 要である

と言 えるか も知 れない。

 翻 って 「我が社」 では，学生 の

教員評価 は既 に藤沢 キ ャンパ スで

は導入 されているが， その他が ど

うなるかっ いては今 のところ全 く

分か らない。 ただ，学生 は大学 に

と って 大 切 な顧 客 で あ るか ら，

「学生 に評価 され るなん てけ しか

らん!」 とい った居直 りを決 め込

む ことは最早で きないだ ろう。

 しか し全 く仮定の話 と して，仮
に将 来こ うした制度が導入 され た

と して も，学生 にお もね るよ うな

態度だ けは決 して とりた くないと

思 う。確か に学生 は大学 にとって

顧客で あるが，彼等 は大学 に学問

を 「学 び」 に来て いる。 そ して学

生 に学問を教え るの は 「教員」で

ある。 も しも学生評価 によって，

「学ぶ」側の 「教 える」側 に対す る

謙虚 さが失 わ れ て しま うとすれ

ば，それ は絶対 に避 けな ければ な

らない ことであ る。

 三 谷幸 喜 原作 の テ レビ ドラマ

『王様の レス トラン』で は 「お客様

は王様であ る。 しか し王様の中 に

は首を刎ね られた者 もい る」 とい

う名文句があ ったが， これ は学生

に つ いて も全 く同 じこ と，即 ち

「学 生 は王様 であ る。 しか し王 様

の中 に は首 を刎 ね られた者 もい

る」 のであ る。     (A。Y.)
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